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   On August 23, 1982 a 24-year-old woman presented with incontinence following her first 
delivery. From infancy she used to void urine frequently. When she was 4 years old a left 
nonfunctioning kidney was diagnosed and left nephrectomy was done. The external genitalia 
were remarkable in that there was a solitary orifice in the vestibule. The other items in the 
examination were normal. Vaginal examination revealed that the urethral meatus was on 
the anterior vaginal wall about 3 cm proximal to its orifice. Bladder neck and proximal 
urethral narrowing combined with suspension of bladder neck was performed on January 
19, 1983. Postoperative course was uneventful and she was continent when the bladder was 
filled up to 200 ml while she stood erect. Our case might belong to group 3 according to 
Blum's classification. 














歳 時,右 股 関節 脱 臼 整 復 術 を うけ て い る.
現 病 歴:幼 時 よ り頻 尿 を 自覚 して い た が,小 学 生 の
頃 よ り自然 に 軽快 したた め 放 置 して い た が,1982年7
月 第1子 出 産 後 尿失 禁 と な り当科 を 受 診 した.
現 症=身 長156.5cm.体重62kg.血 圧loo/56
mmHg.左 腰 部,右 大腿 部 に 手 術 癩痕.外 陰 部 は,
陰 核 は と くに 肥 大 を認 め なか った が,腔 前 庭 部 に外 尿
道 口を 認 め ず,腔 入 口部 よ り3cmの 腔 前 壁 に 尿 道 口
開 部 を 認 め た.
入 院 時 検 査 成績:尿 所 見;pH6.5,糖(一),蛋 白
(±),赤血 球1/F,白 血 球lo～ ユ5/F,上皮 細 胞5～8/
F,円 柱0/F,尿 細 菌培 養P.mirabilisIo3/mL末梢
血液 所 見;赤 血 球 数4.01×106/mm3,白血 球 数5,200/
mm3,血小 板 数2.27×Io5/mm3,血色 素11.89/dl,
































Fig.6,術後 の膀 胱 造 影
Fig.5.術後 の尿 道 鏡 写 真
Eq/L,K4・1mEq/L,clIlomEq/L,ca9.7mg/
d1,BuN17mg/d1,creat.1.1mg/dL肝機 能:T.
P.6.79/dl,AIG1.59,総ビ リル ビ ンo.3mg/dl,
GoTIIu/L,GPT18u/L,ALP49u/L.そ の
他;PSP15!23.2%,30!30.9%.
内視 鏡 所 見:膀 胱 三角 部 は 左半 分 が 欠 除 して お り右
尿 管 口は や や 頸 部 寄 りに 位 置 して いた が,右 三 角 部 は
正 常 な形 態 を 示 して い た.尿 道 外 括 約 筋 は8時 ～4時
に い た る前 方 に の み 弧 状 に 認 め た が,4時 ～8時 に い
た る後 方 部 分 は 欠 除 して お り,水 平 な粘 膜 面 を 認 め る
のみ で全 体 と して 弓形 の 断 面 を呈 して い た.
レ線検 査 所 見DIPで は 左 腎 は認 め ず,右 腎 に 代
償 性 肥 大 を 認 め た(Fig.1).MCUで は200ml膀
胱 に造 影 剤 を注 入 した が 保 持 で きず約70ml流 出 し

























































現在,患 老は失禁防上術の結果には 満足して いる








術,膀 胱頸部挙上術を施行 し,尿失禁を軽快せ しめた
成人女子尿道下裂の1例について報告 した.






















6)中 島 文 雄 ・折 笠 精 一:女 子 尿 道 下 裂 症 例 .臨 泌
辻本 ・ほか:女 子尿道下裂 ・失禁防止術
24:61～65,1970













12)小 林 徳 朗 ・渡 辺 決 ・三 品 輝 男 ・宮 下 浩 朗 ・女
子 尿 道 下 裂 の1例.泌 尿 紀 要29:73～76,1983
13)LeadbetterGWSurgicalcorrectionofto-
talu「ina「yincontinence.JUrolgl:261～266,
1964
14)YoungBW:Thevesicalneck.Urologic
surgery.Glenn,J.F,3rdcd・631～645,J・B・
LippincottCompany,Philadelphia,1983
(1983年7月1日 受 付)
